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『日本のキリスト教』教文館､ 2003 年、p.52 。 なお、韓国のキリスト教とナショナリズムとの）
結合の問題に関して、Ａ・Ｅ・マクグラスも同じ 指摘をしている （マクグラス『キリスト教。
の将来』本多峰子訳、教文館、2002 年、pp.51-52)
Wilfred Cantwell Smith , First Fortress Press, 1991, p.165.2 The Meaning and End of Religion,
19
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せることになった。たとえば、世宗の場合 「集賢殿」 朝鮮初期に設置された学、 ――


























ヤ ン バ ン
め、それにしたがった生活様式や、科挙に通過し官職を獲得することを目指した。た






honoratieren社 会 的 な 名 誉 を 独 占 し た 名 望 家 た ち に よ る 名 望 家 支 配 （
7Herrschaft）」という特徴がある。
特に、その後 世紀になって、両班層は、直接朝廷に仕えるグループと、政権か17
ら疎外された在野グループ（ 残班 ）とに分かれる。権力を握っている両班層は、自「 」
















8 柳 東植『韓国のキリスト教』東京大学出版部、1987 年、p.36。

















にとって、キリスト教 天主教 は理解し難かった。たとえば、儒教学者は、キリスト教( )

















する。たとえば、キリスト教 天主教 が先祖崇拝を禁止することや「敵を愛しなさい」と( )
10 同、p.104。 ＊本文の内容を方が要約した。




















を果たした イ・ビョク、 という人物である。イ・ビョクは、政府이벽 ( 1754-1786)






















章から 章までのところで聖書の内容が説かれ、次の 章から 章では儒教経典15 16 30
の知識について説明されている。そして、 章から 章では、自然を通して「ハナ31 49
ニム」 ＝創造主・神 の属性と業績とを称え、懺悔と救済の道を提示し、理想的なハ( )
ナニムの国が、古代東洋の聖人や聖君の治世のようなものである、と論じている。
では、イ・ビョクは『聖教要旨』において、儒教思想と聖書を、如何にして結びつ
けたのであろうか。以下 『聖教要旨』の１章と 章の内容を一部見てみよう。、 49
세상사람이 나기전〔１章〕 未 生 民 来
（人が生まれる前に）
이미 상제계시니前 有 上 帝
（すでに、上帝がいるのに）
단한분의 참된신으로惟 一 眞 神
（唯一の真なる神として）
거룩함과능력이비길데없고나無 聖 能 比
（聖なるもの、その能力を比較するところがない）
（後略）
신하와각료를거느리고 태평성대를이룩하신〔 章〕 策 絜 臣 僚49
（臣下と官僚とを引率し、太平成大［とても良い時代］を達成した）
우 탕 요 순같은 어지신임금님禹 湯 堯 舜
（禹、湯、堯、舜のような徳を持つ王）













악을불태우고 뜨거운가슴을어루만며炎 火 怖 燒
（悪を燃やし、熱い心を慰め）





約と福音書の内容を引用したことから、 イ・ビョク 創造主ハナニムとイエス・キリ( )
ストに関して知識を持っていた」 ことが分かる、と。 特に 『詩経』や『書経』の
15
、
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歩主義の代表的な人物である ユンチホ について以下のように述べている 「彼윤치호 ( ) 。
にとってキリスト教とは、社会を改革し現実的な救いをもたらす宗教であった。我が国の
教育を助け、人民の気象を回復すべき宗教はキリスト教他にはない」 。すなわち、民族
24
25 同、p.70。
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愛とキリスト信仰が重なり合うところで信仰思想があると述べている。
最後に、文化的な自由主義とは教会運動と共に教育や医療事業などを通して、民衆を啓
蒙しようとする試みである。彼らの運動の要点は、初期の宣教師らが伝統文化や諸宗教―
―朝鮮における――などに関心を寄せなかった。しかし、文化的な自由主義者らは、新た
なキリスト教の真理を受け入れるとともに、そのキリスト教の観点から仏教や儒教を再解
釈しようとしたのである。彼らは 「東洋の諸宗教が求めていた救いの真理は、キリスト、
25
教によって成就されていると解する 」。
以上のように、プロテスタント教会は、その受容経路によって異なる思想的な傾向を持
ちながら広がったのである。
結びにかえて
以上、本稿では韓国におけるキリスト教受容の問題を、伝統思想との連関から概観
することで （本稿の冒頭で指摘したように）朝鮮の時代から今日に至るまで、韓国、
ではキリスト教が――時代的な要請にしたがって――積極的、能動的に受容されてき
たことが明らかとなった。ただし、さらに究明すべき課題が残されていることは間違
いない。たとえば、儒教の思想がキリスト教の受容に際して肯定的に作用した、とい
う多数の研究者の見解については、――儒教思想の各派によって立場は異なっている
以上、さらに厳密で細かな分析が必要となるであろう。またカトリックとプロテスタ
ントの相関関係や土着化に関する問題についても、より詳しい分析が求められるので
今後の課題としたい。
（ 京都大学大学院文学研究科博士後期課程）Bahng Junsik
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